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2015（平成 27）年 2 月 グリーフワークかがわニュースレター第 130 号

◆足元にある幸せ◆

寒風の中で梅の花が開き始めた。桃の節句，桜の開花，色とりどりの花便りが届き，やがて若葉が輝き始

める。春の陽射しは温かい。しかし明るい光ほど深い影をもたらす。日本では，春という季節は格別に，生

活の変化に向き合わざるを得ない季節である。卒業，退職，進学，就職，人事異動，転勤に伴う転居。そこ

には喜びと同時に不安や寂しさがある。新しい生活が，望んだものであるほど，陰の部分に気付きにくい。

望んだものを手に入れた人も，そして祝福する人も。

グリーフワークかがわのロゴマークを決めるとき，色をスカイブルーに決めたのにはわけがある。悲嘆の

過程にあって苦しんでおられた方が，ふと上を見上げたときに青く広がる空の色に慰められたと言う。自然

の風景は私たちのこころの疲れを癒してくれる。

足を止めて風を感じてみよう。空を眺めてみよう。そして花の香りを感じてみよう。ちいさな花を見つけ

たとき，その瞬間に感じる幸せを，私たちは忘れていないだろうか。可憐な花は無条件に私たちの心を慰め

てくれる。そして，そこに咲く凛とした佇まいは，私たちを勇気づけてくれるだろう。だれもみてくれる人

がいないかもしれないのにその花はひとり咲いているのだ。

出会いと別れ，人には避けて通れない道がある。どう通っていくか。グリーフワークは，特別のプログラ

ムを予め準備しなければならないものではない。私たちの中にある回復力を，再び目覚めさせてくれるのは，

物でもなく，安易な慰めの言葉でもない。いま，そこにあるしあわせに気づくことから始まる。一歩も進め

なくなっていると感じている人に支援の手を差し伸べるとしたら，足元のちいさな花に気付けるようにそっ

と指し示すだけでいいのかもしれない。春だからこそ，歩みを緩めてみよう。きょうの夕陽も，きっと温か

く，私たちを照らしてくれるだろう。

2015 年 2月 25 日

特定非営利活動法人グリーフワークかがわ

グリーフカウンセラー 杉山洋子

☆報告☆ 新たに 5 名のグリーフカウンセラーが認定されました。

特定非営利活動法人グリーフワークかがわグリーフカウンセラー資格認定規則に基づき，2月 1日に資格認
定面接が行われ，新たに 5 名の方がグリーフカウンセラーとして認定されました。

☆おしらせ☆ 2014 年度 相談担当者拡大会議を開催します
グリーフワークかがわ 2014 年度相談担当者拡大会議を開催します。すでに活動しているグリーフカウンセ

ラー，ヘルプラインカウンセラーと，今年度新たに認定されたグリーフカウンセラーとともに，2015 年度相
談事業，実務者研修について話し合います。「NPO 活動とは」というテーマについて語り合う時間も持ちます。

日時：3月 15 日（日）10 時から 11 時 30 分 会場：高松市男女共同参画センター 第 2 会議室
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◆報告◆

◆2015 年 2月 8 日 第 73 回 理事会◆

《報告事項》

１ 2014 年度グリーフカウンセラー資格認定について

２ 公開セミナーおよびシンポジムの会場について

《審議事項》

第１号議案 認定 NPO 法人取得申請に関する事項

認定特定非営利活動法人認定申請書確定版を近日中に県に提出予定。受理後，2度の実地調査を経て認定

可否が決定となる。今後を踏まえ，税理士の清水氏には引続き契約を依頼すること，内部監査に留まらず

外部からの別の専門的な監査顧問を迎える必要もあることが提案され了承された。政府税制調査会の中で

認定 NPO に対する寄付金控除制度の改廃についてはおこなわれないとの見通しであり，今後の寄付金の収

受については認定 NPO 取得後に行うなど受取時期に留意する必要があることで承認された。

第２号議案 相談事業の担当者報償費に関する事項

個々の報償費の額見直しをおこなうにあたり 2014 年の執行状況と 2015 年の見込予算を踏まえ事務局案

を作成し，臨時理事会（3 月 1日開催予定）にて，収支計画の概算協議を行うことで了承された。

第３号議案 拡大相談担当者会議に関する事項

今年度登録の新メンバーを迎え，3月 15 日に開催する標記会議において，研修計画の他，経営も含め NPO

について理解を促す内容を盛り込むことで了承された。

第４号議案 2015 年度香川県自殺予防関連事業の情報収集に関する事項

県の障害福祉課担当者に確認したが，現時点で予算，基金事業の動向も不明な状況であり，引続き情報

収集を行うことで了承された。

第 5 号議案 2015 年度公開セミナーに関する事項

2016年 2月に開催するシンポジウムと5月から隔月で実施する公開セミナーを2015年度のトータル事業

と考え，早期からの講師選定の必要がある。地域づくりに繋がる企画を目指し，内部からの選出と地域で

活動するグループに声かけを行っていくこと，拡大相談担当者会議でも諮かっていくことで了承された。

第 6 号議案 高松市民病院からの技術援助依頼に関する事項

2 月 17 日（火）17：30～18：30 全看護師対象の研修会「グリーフワークについて」の講師派遣依頼

があり，技術援助担当理事が対応することで了承された。

第 7 号議案 瀬戸内海放送からの取材依頼に関する事項

取材の目的や内容を十分確認する必要があり，先方との打合せの日程調整を行うことで了承された。

◆2015 年 2月 15 日 第 30 回 相談担当者会議開催◆

報告事項
１ 1月定例事業報告

２ 高松市男女共同参画センター公開講座に参加（2 月 14 日）

３ 高松市精神保健ネットワーク会議に出席（2月 20 日）

４ 高松市民病院の緩和ケア病棟より技術援助（講師派遣）依頼について今回は見送りとなった。

５ 認定 NPO 法人の申請についての経過報告

６ スーパービジョンの募集

審議事項
１ 相談担当者拡大会議について

2014 年度新たに 5 名の登録があり，3 月 15 日に拡大会議を行うこと，NPO 活動の意味や運営，認定 NPO

の説明も含めた内容にすること，当日の説明を分担して行うことになった。

２ 2015 年度公開セミナーとシンポジウムについて
香川県共同募金会広域福祉活動支援事業の助成を受けられることが決定しており，5月から奇数月（5，7，

9，11 月）に公開セミナーを開催し，2016 年 2月にシンポジウムを計画中である。公開セミナーの講師は
会員にも呼びかけ，3 月 15 日の相談担当者拡大会議で募る予定であり 4 回の公開セミナーの講師によるシ
ンポジウムを企画する。


